内 匠 頭 は、 玄関 を 上る と、 すぐ、 

ひこえ またえ 

「彦 右衛と 又右衛 に、 すぐ 来い といえ」 といって、 小 

書院へ はいつ てし まった。 

(そらつ！ また、 いつもの 癇癩 だ) と、 家来た ち は 

目 を 見合わせて、 二人の 江戸 家老、 安井 彦 右衛門と 藤 

井 又 右衛門の 部屋 へ 走って 行った。 

内 匠 頭 は、 女 どもに 長上 下の 紐 を 解かせながら、 

「どうもい かん！ また 物入り だ！ しょうがな 

い！」 と、 眩いて、 袴 を 脱ぎ捨て ると、 



一 一人の 家老 は 頷く より ほかはなかった。 

用人 部屋へ 戻って 来た 二人 は、 

「困った な あ！」 といって、 腕組み をした。 

r 吉良 上野と いう 老人 は、 家柄 自慢の 臍 曲り だからな」 

「 家柄ば かり 高 家で、 ぴ いびい 火の車 だからな あ」 

「殿様 は、 賄賂に 等しい 付 届 だと、 一 口に おっしゃる 

が、 町奉行 所へ だって 献残 (将軍へ 献上した 残り物と 

称して、 大名が 江戸に いる 間、 奉行の 世話になった 謝 



礼と して、 物品 金子 を 持参す る こと をい う) を 持ち込 

むの だからな。 大判の 一枚 や 小判の 十 枚ぐ らいけ ちけ 

ちして、 吉 良から 意地の 悪い こと をされ ない 方が いい 

がな。 もし ちょっとした 儀式の ことで も、 失敗が ある 

と 大変 だが な」 

「しかし、 前に 一度お 勤めに なった から、 その 方は大 

丈夫だろう が、 七 百両で 仕切れと おっしゃ るの は、 少 

し 無理 だて」 

「無理 だ」 

「勅使の 御 滞在が、 十日だろう」 

「そうだ」 



けち 

に 殿 を 説いても らう 法 も あるが、 大野 は 吝ん坊 で、 七 

百両 説に 大賛 成で あろうし、 大石は 仇名の 通り 昼行灯 

で、 算盤 珠 のこと で 殿に 進言 するとい う 柄で はない し 

…：- J 

「困った な。 できるだけ 切りつ めて、 目立たぬ ところ 

は 手を抜く より 法 はない」 

「黙って 家来に 任して おいても らいたい な、 こんな こ 

と は」 

「いくらか、 こんなと きにいつ もの 埋 合せが つく くら 

いに な」 

「悪く すると、 自腹 を 切る ことになる からな」 



「わしに は、 こういう こと は 分からん から、 吉 良に I 

I ちょうど、 来て いるよう だから」 と、 いって 鈴の 紐 

を 引いた。 坊主が、 

「はい」 といって、 手 を 突いた。 

「吉良 殿に、 ちょっとお 手す きなら、 といって 来い！」 

「は つ ！」 

坊主が 立ち去る と、 

「とんだ、 お 物入りで すな」 と、 畠 山が いった。 

「この頃の 七、 八百両 は、 こたえます」 

「しかし、 貴殿 は 塩田が あって 裕福 だから」 

「そう 見える だけです」 



つけ 足した。 

「七 百両 がで、 ございま すか」 

「そうだ」 

「しかし、 これまで のが かかりす ぎている ので はあり 

ません か、 無用の 費 は、 避けたい と 思います ので」 

上野 は、 じろ つと 内 匠 頭 をに らんで、 

「かかりす ぎていても、 前々 の 例 を 破って はならん。 

前からの 慣例が あって、 それ 以下の 費用で まかなう と、 

自然、 勅使に 対して 失礼な ことができる」 

「しかし、 礼不 礼と いう こと は、 費用の 金高に はより 

ま 1 ま レ ， -」 



が、 よきに 計らうべき だが、 藤 井 も 安井 も算 勘の 吏で、 

時務と いう こと を 知らん。 国 家老の 大石 でも おれば、 

こんなば かなこと をすまい が。 浅 野 は、 今度の 役で 評 

判 を 悪く する ぞ。 公儀の 覚え もめで たくなくなる ぞ」 

上野 は、 内 匠 頭に も 腹が立つ たが、 江戸 家老の 処置 

にも 怒りが 湧いて きた。 

(わしの いう こと をき かないの なら、 こっちに も その 

つもりが ある) 

そ、 つ 考えて、 

「手土産な ど、 突つ 返せ！」 といった。 用人が、 

「それ は あまり …… 」 といった。 



「だまん なさい！ お引き受けした 以上、 万事 作法 通 

りに なさい！ 出費が 惜しい のなら、 なぜ 手元 不如意 

を 口実に 断らん か。 お受けした 上で、 慣例まで 破って、 

けちけ ちす る ことがあ るか。 内 匠 を 早く 呼びな さ 

い！」 

上野が、 こういつ ていたと き、 内 匠 頭が 険しい 目 を 

して、 足早に 家来の 後方へ 現れて 来た。 

「何 か 不調法で もいた しました か」 上野に、 礼 を もし 

ないで そういった。 

「不調法？」 上野 は 頷いて、 「不調法 だ！ この 畳の 縁 

ま.^ i, こ つ ！ - 



r 吉良殿 は？」 

「おられます」 

たまり 

内 匠 頭 は、 廊下へ 出で、 高 家 衆の 溜へ 歩きつつ、 

(上野に きくの は、 残念 だが …… ) と 思った。 

(しかし、 伊達に ききに やる の も 面目に かかわる し… 

…) 

そう 思って、 松の 間の 廊下へ 出た とき、 上野が 向う 

から 歩いて 来た。 

「しばらく」 

上野 は、 じろ つ！ と 内 匠 頭 を 見て、 立ち 留 つた。 

「明日、 模康 替えが あります そうで、 どういう 虱に… 



「明日の こと は、 儀式の ことにて、 公事で は ござらぬ 

ゝ I 

力」 

「公事 なれば こそ、 先刻 通達した ときに、 なぜき きも 

らした？」 

「それ は、 拙者の 不念 ゆえ、 お教え を 願って いるのに」 

「貴公の 不 念の 尻拭い をして やる こと はない！」 上野 

は、 そうい つ て 歩き 出した。 

「教えん と、 おっしゃる のか」 内 匠 は、 後から 必死の 

声で 呼んだ。 

「くどい！」 

「公私 を 混同して …… 」 と、 内 匠が いうと、 



させる 儀 は」 

「うむ。 それ もい いが、 なるべく 世間の 噂に ならぬ よ 

うに」 

r まま， - 

千 坂 は、 この 頑固な 爺と 気短な 内 匠 頭と では、 暄曄 

になる の はもつ とも だと 思った。 しかし、 この 頑固 さ 

りんしょく 

を、 世間で いうよう に、 強欲と か 吝嗇 とかに 片 づけて 

しまう の は 当らない と 思 つ た。 



ど どっと 物の 倒れる、 めり めり と 戸の 破れる、 す さ 

まじい 響きが 遠くの 方でして、 人の 叫びが きこえて き 

た。 上野 介 は、 耳 をす ました。 

「火事 だ」 という 声が した。 

(この 押しつ まった 年の 暮に不 念な。 邸内 かな、 それ 

とも 隣 屋敷 か …… ) と、 思いながら 上野 は、 

「火事 か」 と、 隣に いる はずの 近侍に 声をかけた。 そ 

して、 半身 を 起す と、 畳 を 踏む 音、 家来の 叫びが、 き 

こえた。 

「火事 は どこ だ。 誰かい ないか！」 

気合 を かけたら しい、 鋭い 声が した。 近い 廊下の 雨 



上野 は、 あわてて 起き 上った。 太刀打ちの 音が した。 

掛け声が きこえた。 人の 足音が、 庭に 廊下に 部屋に、 

入りみ だれかけ た。 

「こちら へ ！」 

「どこへ 行く」 

「お 早く、 お 早く」 

側 用人 は、 勝手口に 出て、 戸 を 引き 開けた。 雪 あか 

りであった。 いろいろな 物音が、 冴え かえって、 はつ 

きりとき こえて きた。 用人 は、 炭 小屋の 戸 を あけて、 

「ここへ！」 といった。 上野 は、 裸足の まま 中へ はい 

ると、 甲 人 はすぐ 一 C を しめてし まった。 



「大勢 か」 

「五、 六十 人。 裏と 表から」 

「五、 六十 人！」 

上野 は、 そんなに 大勢の 人間が、 浅 野の 家来の 中 か 

ら、 自分 を 討った めに 残って いようと は 思えなかった _ 

「外の 加勢で も あるので はない か」 

「さあ」 

「別に 悪い こと を せん 人間が、 暄曄を 売られて 傷を受 

け、 世間から は 憎まれた 上に、 また 後で 敵と して 討た 

れ るなん て、 こんなば かな ことがある もの か」 

上野 は、 世間 や 敵 討と いったよ うな 道徳に、 心の底 



たん、 太股 をつ かれて 尻餅 をつ いた。 

(何の 罪が あって、 わし は 殺される の だ。 どこに、 物 

の 正 不正が あるの だ。 わし は、 殺された 上に、 永劫 悪 

人に されて しまう の だ。 わしの 言い分 やわし の 立場 は、 

敵 討と いう 大鳴 物入りの 道徳の ために、 ふみにじられ 

てし まう の だ) 

上野 は、 炭 を 摑んで 投げつ けた。 用人が、 槍 を 持つ 

ている 男の 側 を 兎の ようにく ぐって、 外へ 出た とたん、 

雪の 上に 黒い 影が 現れて、 掛け声が かかる と、 用人 は 

よろめいて 手 を 突いた。 

「この 中が、 怪しい のか」 



もう 一人の 男が、 ずかずかと はいって 来て、 上野の 

着物の 白い の を 見当に、 

「参る ぞ！」 と、 刀 を 振り上げた。 

r 大 石が いるか」 上野が きいた。 

「誰 だ！ 貴公 は」 

「大 石が いたら …… 」 

「いなさる」 

上野 は、 

(大 石が いたら、 この 筋の 立たない 敵 討 を 詰 じって や 

ろう) と、 思いながら、 立ち上ろ うとして、 よろめい 

た。 後から 来た 男が、 襟首 を摑ん で、 引きずろ うとし 



た。 

上野 は、 

(主 も 無茶なら、 家来 も 無茶な こと をす る 連中 だ) と 

感じた が、 恐怖に 心臓が 止り そうで 声が 出なかった。 

そして、 ずるずると 引きずられて 出た。 

「や あ！ 白 綸子 を 着て いる」 

外で 待って いた 一人が いった。 誰かが、 呼子の 笛 を 

吹いた。 

(白 綸子 を 知っている。 何も 物事が わからん くせに、 

白 綸子 だけ を 知っている。 わし はどうして 浅 野 主従の 

ために、 重ね重ね ひどい 目に 遭う のか) 



上野 は 混乱した 頭の 中で、 

(わし は 内 匠 頭に 殿中で 斬られた ために、 強欲な 意地 

悪 爺の ように 世間に 思われた。 わしの 方が 何 か 名誉 回 

復 のために 仕返しで もしたい くらいだ。 それ だのに、 

わしが 前に 斬られ かけた という ことが、 なぜ 今度 殺さ 

れる 理由になる のか。 まるき リ 物事が あべこべ だ) 

人々 が 黒々 と 集って 来た。 

小肥りの、 背の あまり 高くない のが 来る と、 

「大 夫、 どうも 上野 殿ら しく！」 と、 一 人が 丁寧に い つ 

た。 

(これが、 大石 か) と、 上野が 思った とき、 



「傷 所 を 調べて みい」 

二、 三人が 手早く 肩 を剝き 出して、 手燭 を さしつけ 

た。 

「あります」 

大石 は、 頷く と、 雪の 中へ 膝 を 突いた。 上野 は、 お 

やっと 思いながら、 ちらっと 見る と、 

r 吉良 上野 介 殿と お見受け 申します。 われわれ は 元 浅 

野 内 匠 頭の 家来 —— 大石 内蔵 助 良 雄 以下 四十 六 名の 者 

であり ますが、 先年 は 不慮の ことにて …… 」 

と、 雪の 中に 手 をつ いて 名乗り かけた。 

(なるほど、 これ だ。 大石 は、 やはり 大石 だ。 なぜ、 



あの とき江 戸に おらなん だ。 大 石が おれば、 わし もお 

前 もこん な ことに ならずに 済んだ の だ。 大石 だけが、 

わしの 心 を いくらか 知っている。 そうだ、 すべてが 不 

慮の ことなの だ。 わしの ばかばかしい 災難な の だ。 災 

難と あきらめて 討 たれて やろう か) 

上野が、 混乱した 頭で、 自分勝手な こと を 考えて い 

ると、 大石は 何 かいい 終って、 短刀 を 差し出す と、 

「いざ！」 といった。 

短刀 を 突きつ けられる と、 上野の 頭に、 わずか 萌し 

ていた あきらめ は、 たちまち また 影 を かくした。 自分 

の 立ち 場 も 言い分 も、 敵 討と いう ものの ために、 永久 



に ふみにじられて しまう 怒りが、 また 胸の 中に 燃え 

上 つていた。 

彼 は、 浅 野 主従、 世間、 大衆、 道徳、 後世、 その あ 

ら ゆる ものに 刃 向って 行く 気持で、 その 短刀 を 抜き 

放 つ て ふらふらと 立ち上 つ た。 

「未練な！」 

「卑怯者め！」 

(何が 卑怯 か、 わしに は 正しい 言い分が ある ぞ！) そ 

う 思いながら、 あてもなく 短刀 を ふり 回して いると、 

はざま 

「間！ 切れ！」 と、 大石 がいった。 

(大 石に も、 不当に 殺される 者の 怒りが 分からん のか) 
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